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Abstract
　A new concept as ‘cultural gyre’ is proposed to catch the South Asian cultural phenomenon which changes in 
the globalization. The gyre is defined as the cultural phenomena of which people, things, information and values 
originated from India circulate globally, interact with other regions' culture, transform their nature after such 
interaction, and come back to India to change its socio-cultural conditions. 
　This paper attempt to develop a research on Indian “cultural gyre” phenomenon and the transformation of Indian 
music tradition from 1980s. Through this research, I try to elucidate some characteristics of Indian ‘cultural gyre’ 
phenomenon and ‘reflexive glocalization’, by understanding the dynamics of the global circulation of people 
and cultures on ‘music itself’, as well as by analyzing the particular characteristics of Indian musician’s social 
relationship that have transformed amidst ongoing globalization. The study specifically examines how global 
experience, especially in France, affects not only on their own local music tradition but also social relationships 
through a case of Muslim hereditary musicians in Rajasthan. 




















































　近年の報告によれば 3）、海外で暮らすインド系の人々は世界で約 2,846 万人。そのうち、
インド系人口が多い国の上位は、アメリカ 445.6 万人、マレーシア 215 万人、サウジアラ
ビア 280 万人、アラブ首長国連邦 200.2 万人、イギリス 182.5 万人、スリランカ 161.4 万人、
南アフリカ 155 万人と続いている。
　インド系の人々を、インド以外の国籍を有するインド系移民 (PIO: Person of Indian 








3）　『インド人ディアスポラに関する高等委員会報告 Report of High Level Committee on the Indian Diaspora』






ッパ第 2 位で約 48 万人、その大部分が PIO である。しかし、フランス本土のみでは 10.8
万人となり、近年では NRI の増加が著しいドイツやイタリアに抜かれている。
　フランス本土の 10.8 万人のうち、インドに起源をもち、フランス国籍を有するインド
系フランス人 (PIO) は 9 万人。その多くは、フランスの植民地であったポンディシェリー
などからの移民またはその子孫で、その人口には大きな変化は見られない。他にドイツや





















4）　 オランダとポルトガルはそれぞれ 22 万 5000 人、７万人となっている。
5）　この数字はあくまで統計上のものであって、最新の実態はこの数を上回ると推測される。
6）　ラングは文化の再定義により、単なる娯楽として低く見られていたポピュラー音楽や民族音楽・民俗
音楽など多様な音楽の振興を目的に「音楽の日 Fête de la Musique」(1982 年 ) を創設した。それが英語
化されて「ワールド・ミュージック・デー World Music Day」と呼ばれるようになった経緯がある。
55
「環流現象」と「音楽伝統の変容」




























ィーカル Sikar 地方からやって来て、ジャイプルに定住するようになった 9）。彼はサーラン

































を務めたアラー・ラカーの息子ザキール・フセイン Zakir Husain である。彼は 1975 年に、イギリスのジャ
ズギタリスト、ジョン・マクラグリン John McLaughlin らとフュージョン・バンドの先駆けとなるシャ

















































































































































　2000 年以降になると、“ ムサーフィル・モデル ” を継承する形でいくつかのグループが
登場する。その最も初期の一つがムサーフィルから分かれた既述の「マハラジャ」であり、
少し後になってハミードの親類縁者たちが中心となって結成した「チュンカール・ジプシ
ー・オブ・ラージャスターン Chunkar Gypsies of Rajasthan」や「ドォード・ジプシー・





　さらに、“ ムサーフィル・モデル ” を発展させる形で、2005 年以降にラージャスターン
で結成されたグループの代表例としては、「ラージャスターン・ルーツ Rajasthan Roots」「カ
ーフィラ Kaafila」「ジャイプル・ビート Jaipur Beat」「デューンズ・オブ・ラージャスタ

































「2005 年の退職後も JVF の支援を受けつつバンドを組織したが 22）、すぐにバンド活動





家を発掘するなどの目的のもとに設立されたのが JVF(Jaipur Virasat Foundation) である。
22）　設立メンバーの一人であったアビッド・アリー（古典声楽）によれば、「当初のメンバーはアディの
他に、フィロージ（サクソフォン）、ナッツーラール（ナガラ）、ビスミッラー（民謡／カルタル）など








　上述のインタビューにあるように、2007 年頃から RR は少しずつ国内外で知られるよ
うになり、2009 年 2 月と 2010 年 8 月には国立民族学博物館に招かれて日本の舞台にも上




　それでは RR は、どのような音楽を目指して結成されたのであろうか。RR の結成時の

















































24）　アディティヤ・バシンへのジャイプル郊外でのインタビュー（2011 年 12 月）に基づく。















会、３）インドの若年層の不支持の 3 点になるであろう。確かに、RR はラージャスター
ンの伝統音楽を、フォーク・ブルースとして再生を試み、若年層を中心とする広い層にも
支持者を増やして行ったと思われる。その一方で、いわゆるスーフィー音楽のポップス化











　ここで例示されているインディアズ・ゴット・タレント India’s Got Talent: IGT のよう
なテレビ・ショーで演奏を行ったバンドの代表例が「ジャイプル・ビート Jaipur Beats」
である。このグループには、RR でサクソフォンとフルートを演奏していたフィロージ・
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